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１．はじめに  

 本工事は，首都圏近郊の市街地において，図-1

に示すように，昭和 60 年代に構築された，既設

の排水機場の機能強化のため，既設構造物に隣接

して新設の排水機場を増設する工事である．本工

事は，既設構造物と敷地境界に挟まれた，狭小な

施工箇所に構造物を構築するため，工事を円滑に

進めるためには，揚重機を含む施工機械や，作業

員の動線を確保する必要があった．そこで，施工

箇所の一部に仮設の作業構台を設け，工事の施工

性確保を図った．本稿では，本工事で実施した，

仮設計画について詳述する． 

 

２．施工条件 

本工事で増設する排水機場は，その機能により

大きく分けて，高さ約 7.0m で矩形形状の沈砂池

と，地上 3 階・地下 2 階のポンプ棟で構成される

躯体工事である．現地盤から約 10.5m となる掘削

工事を，鋼矢板を用いた仮設土留めにて実施する．

本工事の施工箇所は，図-2 に示すように，土留め

から敷地境界までの離隔が狭く，施工段階におけ

る工事の施工性を考慮すると，揚重機の設置スペ

ースを確保することは必要不可欠であった． 

上記に示す今回工事の施工条件において，揚重

作業を考慮すると，1) 仮設覆工の設置，もしくは，

2) タワークレーンの設置が一般的である．本工

事では，掘削作業における重機，ダンプトラック

の動線や，コンクリートポンプ車の設置，アジテ

ータ車の動線の確保を考慮し，これらの案のうち，

仮設覆工の設置を計画した． 

本稿では，本工事において計画した仮設作業構

台について，その計画時における導水路部、沈砂

池、ポンプ棟の３か所の詳細を概説する． 
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図-1 全体平面図 

図-2 敷地境界図 

 

写真-1 着工前状況 

既設排水機場 

施工現場 

導水路部 

沈砂池

 
ポンプ棟

 

既設排水機場 

増設排水機場 

既設排水機場 

土留鋼矢板 
敷地境界 

工事車両出入口 

VI-681 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-681 -



３．対策工の概要 

 本工事の作業工程として，コンクリート打設や掘

削，埋戻し作業も踏まえると，重機を設置するための

仮設覆工が最適であると判断し、重機での施工を可能

にするための仮設覆工の計画について述べる． 

重機を設置するための仮設覆工の計画について，ま

ず、断面計画として仮設覆工幅員は，導水路部，沈砂

池，ポンプ棟の各部分ごとに検討・計画した．導水路

部の覆工計画断面は図-3，沈砂池，ポンプ棟の覆工計

画断面は図-4 で示す．埋戻し等の工程において、覆工

板を開けての作業が必要になってくるため、覆工板は

1×2m の大きさを基本とした。敷桁下部は現地盤をセ

メント改良し敷鉄板を敷設して，桁を安定させるよう

にした．導水路部は、作業通路や安全通路の確保のた

めに、覆工幅員 5m とするようにした。沈砂池、ポン

プ棟は、作業通路、安全通路の確保に加えて、重機の

作業動線の確保のため、覆工幅員 8m にて計画した。 

 次に，沈砂池には折点があるため、規格寸法の覆工

板が入らない部分は異形覆工板を作成し，重機等の往

来が可能となるように計画した．覆工計画平面図を図

-5 に示す． 

 

４．まとめ  

 現状における成果として，事前に仮設計画を綿密に

検討した結果，継続的な施工を可能にし，施工効率を

最大限に挙げることが可能となった．掘削工事におい

ては、覆工板全域で掘削機械を配置でき，ダンプトラ

ックの動線を確保し，円滑な積み込みや運搬を行うこ

とができた．導水路部、沈砂池、ポンプ棟の部分ごと

に分けて計画したことにより、最小限で重機の往来や

揚重機のスペース，搬入出通路を確保できる仮設覆工

を設置することができた。（写真-2，写真-3） 

図-3 覆工計画断面図（導水路部） 

図-4 覆工計画断面図（沈砂池，ポンプ棟） 

図-5 覆工計画平面図 

写真-2 覆工板状況 写真-3 覆工板全景 
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